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　９月２０日は敬老の日でしたが、各地区で敬老会がとり行われまし
た。その中で多良木町多良木の６区の３（長田勝幸区長）では、大変
ユニークな敬老会を開催されました。当地区は、今年米寿を迎えた方
が５名、新敬老（７０歳）を迎えた方が８名の、合計８８名の敬老会

です。また、最近では珍しくなっ
た子供会があり、リサイクル活
動やグラウンドゴルフなどを通
じて、お互いに交流を深めあっ
ている地区です。当日は永谷侑
紀君（多小６年）と橋本信朗君
（多小５年）が子供会活動の中
で、グラウンドゴルフをしたの
が一番楽しかった思い出です」

敬老会～世代を超えた新たな取り組み～ など作文や合唱を披露しました。続いて会場全体を回りながら「多良
木音頭」を踊りました。（尚、会場には子供たちが描いた、リサイク
ルの大切さを訴えた絵が展示されています）その後、食事休憩を挟ん
で、後半は婦人会中心に、舞踊やダンスなどを披露されました。この
敬老会で発表するために１ヶ月間練習に取り組まれたそうで、その出
来栄えに会場からは拍手と歓声が常に上がっていました。また、この
大人達の芸を見る、子供達の食入
るような眼差しが印象的でしたが
「こういう楽しい機会をつくって
いく事が大切。子供と大人、そし
て敬老会の交流をずっと続けてい
きたい」と長田区長は意気込みを
語っておられました。

苦 楽 を と も に 支 え あ っ た 半 世 紀 熊日金婚夫婦表彰

田山　嘉一さん　勝代さん
　あさぎり町岡原北
　「５０年間、ケンカというケンカもせずに
仲良く過ごしてこられた」と話された田山
さん夫婦。今でも米やキュウリやメロンな
どを作られており毎日、農業を頑張られて
いるそうです。２人とも温泉が好きで、時
間がある時は山江や西米良の温泉に行かれ
疲れを癒されているそうです。「今後も２人
で仲良く旅行をしたり、温泉めぐりをした
い」と話されています。

賀久  章さん  幸さん
　多良木町多良木
　「あっという間の５０年だった」と語る賀久さん
ご夫婦。明治時代から 100 年程続く薬局をされて
いて、ご夫婦が 3代目です。昔は、遠方からもお
客さんが来られ、正月も忙しく働いていたそうで
す。薬の販売だけでなく、お客さんの身の上相談を
聴かれていて、アドバイスをしてあげた所「家庭が
円満になりました」と大変感謝され、そのおばあ
ちゃんから手織りの帯を頂いたそうで、今も大事に
店に飾ってあります。「あの時は自分達も本当に嬉
しかったですね」と笑顔で話されていました。これ
からの夢は、2人仲良く店を続けていき、この薬局
がみんなの憩いの場になるよう頑張る事と、薬剤師
をされている娘さんに４代目をバトンタッチする
事だそうです。

田澤　 剛　さん　エイ子　さん
　
多良木町久米
　結婚され、農業を 2人で励まし合いなが
ら、一生懸命頑張ってこられた田澤さん夫
婦。たばこを約 40年作られ、現在は稲作
をされているそうです。娘さんが小さい頃
は、保育所がなく、福田寺の季節託児所（6・
10 月のみ）に子供を預けながら農業をさ
れていて、エイ子さんが足を怪我をされた
時、剛さん１人で 7ヵ月の娘さんをからっ
て稲刈りをしていた頃があり、とても大変
だったそうです。これからの夢は、夫婦共
に健康でいて、剛さんは、油絵を描く事、
エイ子さんはひもで編んだバックや草履作
りを続けて行く事。そして、夫婦共通の趣

味である旅行。「（名前と同じ）田沢湖に
行ってみたいですね。」と話して下さい
ました。
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　９月１２日に黒肥地小学校４年生の親子が、エコバック作りに挑戦
しました。
　熊日多良木・岡原販売センターで何度か開催しているエコバック教
室ですが、今回は小学生を対象にしているので、サイズを小さく（Ａ
４サイズ）してみようということで、「あれんじ」を使用して作成し
ました。カッターの使い方が不慣れな児童さんも目立ちましたが、親
子で協力しあい、楽しみながら作ることができたと思います。
　椎葉尚子
ちゃんは「み
んなでエコ
バック作りを
体験して難
しかったけど
楽しく作るこ
とができま
した。家でも
作って使いた
いと思いま
す。」と話し
ていました。

親 子 で 楽 し ん だ エ コ バ ッ グ 教 室
　黒肥地小学校４年

　9月 3日に、多良木町多目的研修センターにて、紙粘土教室が行わ
れました。この教室は、今年の 4月から月に 2回のペースで行われて
おり、会員は 11名で、家庭教育支援委員もされている村山悦子さん
が講師で指導されています。
　今回の教室では、女性像のレリーフ作りが課題で、紙粘土で顔や髪
の部分、周りは人それぞれ、花を飾り付けたり、スカーフを付けたり
して、その後に、水彩絵の具で色付けをする作業をされました。
この教室の目的（ねらい）は、「それぞれの意欲・創意を満たし、た
だの粘土に命を与え、自分の作品を楽しんで作ってもらい、活き活き
と毎日の生活を送ること」と村山講師は言われていました。

　受講者の前田タエ子さんは「一人一人の個性と、先生の意見、みんなの思いが合わさって、世界に一つだけの作品ができ、楽しくて止め
られません」と笑顔で話されていました。
皆さん、元気で活き活きと作業をされており、取材をした私も元気を
わけてもらった、そんな教室でした。

「紙粘土教室」 多良木町生涯学習

多良木町立第一保育所

きく組　14名
　　　　　　　担任：山下　仁美　先生

　
毎日、元気一杯のきく組さんです。
　今、エアロビクスや絵画教室など楽しんでやっています。
　運動会みんな一生懸命頑張ったよ！！　

高齢者の交通事故防止
♦夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　（特に、反射材用品等の着用の推進）
♦全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
　着用の徹底
♦飲酒運転の根絶


